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ベニ ヒ カ ゲ 属 婦 egzg は , Eulasia 大 陸 北 部 に お お く の 種 を も つ ジ ャ ノ メ チ ュ ウ 科 の 1 種 で , 日 本 に は , ベニ 
ヒ カ ゲ Erebia niphonica と 。 クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ 万 . ligea の 2 種 が 分 布 し て お り , いずれ も 「 高 山 紅 」 と し て よ 
く 知ら れ て いる . 赤石 山脈 に お ける この 2 種 の 分 布 に つい て は , その 概略 を , 日 本 昆虫 学会 第 20 回 大 会 1960, 
大 阪 ) で 発表 し た が (9⑳, ここ で は , その 内 容 に その 後 の 分 布 ・ 生 態 上 の 知見 を くわ えて 報 文 と し て 発表 し , こ 
れ か ら の さら に 進ん だ 研究 の た め に 役 だ て た いと お も う . 

な お 。 日 どろ 御 援助 を いた だ いて いる 静岡 虫 同好 会 の か た が た に は あつ く お 礼 を 申し あげ る . 








1 地理 的 分 布 


1 分 布 の 概略 

赤石 山脈 お よび その 周辺 に お ける ベニ = ヒ カ ゲ の 分 布 範囲 は , 北 部 の 入 笠 山 か ら 恒 略 山脈 ・ 甲 斐 胞 ケ 后 ・ 白 根 三 
山 ・ 赤 石 岳 ・ 聖 后 ・ 光 岳 な ど を へ て , さら に 南東 に 突出 し た 大 無間 山 や , 安倍 川上 流 の 山伏 岳 な ど に 達し て いる . 

クモ マ ベ ペニヒ カゲ の 分 布 範囲 は , これ より も さら に か ぎら れ , だ いた い ベ ニ ヒ カ ゲ の 分 布 秀 囲 の な か に 含ま れ 
て お り , その 分 布 は , 赤石 山脈 の 中 心 部 に 集中 する 傾向 が み ら れ る . 北 に は ずれ た 入 笠 山 や , 南 に は ずれ た 山伏 
岳 な ど に は すん で いな い . 
2 各地 の 分 布 

入 笠山 は 古く か ら ベ ニ ヒ カ ゲ の 多 産 地 と し て 知ら れ , 現在 で も お お く の 採 集 者 が お と ずれ る と ころ で あ 
る G2), こと この ベニ ヒ カ ゲ は 千 頭 曲山 の も の と と も に , 大型 で 樽 色 帯 が よく 発達 し た 見 事 な も の で ある 8)、 
クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は , この 笠山 に は 分 布 し て いな い . 南方 の 釜 無 山 に は ベニ ヒ カ ゲ の 古い 記録 が ある ( ぐ ). 

ベニ ヒ カ ゲ は , 風 便 山 脈 の 一 支 脈 の 千 頭 星山 か ら 奥 甘利 山 に か け て の 尾根 の 草原 に も 多 産 する が (26)。 この 産 
地 は , ベニ ヒ カ ゲ の 採集 地 と し て , 甲府 市 か ら ゃ っ と も 手軽 に 行け る と と ろ で ある . ここ と に は , クモ マ ベ ニ ヒ カ 
ゲ $ ゃ 分布 し て いる が , と の 蝶 の 棲息 場所 は 千 頭 星山 の 頂上 近く だ け に か ぎら れ , 奥 芋 利 山 方 面 に は み ら れ な い 
(40). 

甲斐 駒ヶ岳 か ら 鳳 鳳 山 有 派 に か け て は , や せ 尾 根 が つづ き , 草原 が すく な い の で , 両 種 と も 地蔵 岳 付 近 を の ぞい 
て は 一 般 に すく な い (4⑳)、 と の 山脈 の 草原 で は , だ いた い 両 種 が 混 棲 し て いる . 花岡 岩 が 真 自 に か が や く ハ イマ 
ッ 帯 の 尾根 に , 森林 限界 の 棲 忌 場 所 か ら 下 か ら 吹 き あ げ る 風 に よっ て まい あがっ て くる も の も る おおい. 

赤石 山 脈 の 仙 丈 ヶ 岳 付近 で は , 沢 小屋 か ら 馬 ノ 背 に か け て か な り 大 き な 草 原 が あり , ここ に は 両 種 が 混 棲 す 
る (2⑳⑩. 仙 丈 ケ ヶ 岳 頂上 付近 の 小さ な カー ル 付 近 に は ベニ ヒ カ ゲ が すん で いる が , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は み ら れ な 
ふ (40). 
自 根 三山 で は 大 門 沢 森林 限界 付近 に 両 種 が 棲息 する (32 ⑬. また 北岳 草 す べり や 旭 鳥 小 屋 の 水 場 付近 に も か た 
り 大 き な 草 原 が あり , て きとう な 時 期 に くれ ば , 両 種 と も み ら れ る こと と お も う . な お 前 者 で は 両 種 が 混 棲 する 
こと が 知ら れ て いる が (43,50), 後者 で は 両 種 と も まだ 知ら れ て いな い . 

塩見 一 付近 で は 。 三伏 峠 の 大 草原 に お び た だ し い 数 の ベニ ヒ カ ゲ が 醒 息 する (30.52. クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は , こ 
の 草原 より も むし ろ る 三伏 小屋 付近 に お お い (39.592. 本 谷山 付近 に ゃ 草原 が 発達 し , 両 種 が 混 棲 する (52). 

大 井川 上 流 の 東 供 お よび 西 供 で は , 伐採 地 や 崩壊 地 に 生じ た 草原 に 隔離 され な が ら 点 々 と 分 布 す る が , ク クモ マ ベ 
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ニ ヒ カ ゲ の 分 布 は , ベニ ヒ カ ゲ に くら べ て , いく ぶん 上 
流 に か た よっ て いる ⑬9.29.30)。 東 侯 に 東 か ら そそ ぐ 池 クノ 
沢 や , 西 か ら そ そ ぐ 雪 投 沢 ( 岳 沢 ) に は , 両 種 が 混 棲 し 
て いる (90.329。 な お , 雪 投 沢 で 採集 され た ベニ ヒ カ ゲ の 
中 に は , 有 眼 状 紋 の 発達 の よく な い 個体 が お お くみ られ 
た (30). 
荒川 三山 お よび その 付近 で は , 千 枚 岳 の 森林 限界 や 荒 
i に 両 種 が 混 棲 し て いる dL14,36), 千 枚 岳 
ら 荒川 東 岳 ・ 中 后 に か け て の 答 線 に そっ た 急斜面 に 

CN RN 
な い Q①4 36). 
赤石 岳 は 岩山 で 草原 が 発達 し て いな い が , 赤石 策 か ら 
小 赤石 岳 へ の 鞍部 か ら 南 に くだ る 急斜面 に は , や せ た 草 
原 が あり , こと に は ベニ ヒ カ ゲ だ けが み ら れ る 14 41) . 
富士 見 平 に 近い 森林 限界 に 人 
Mag に は 草原 が よく 発達 し , や は り 両 種 が 混 棲 し 

る 20. (ベニ ヒ カ ゲ の 記録 は 文献 に は な い が , 手もと 
i 氏 か らい た だ いた 3 8 8 の 標本 が ある . 採 角 
日 付 は 1955 年 8 月 5 日 と な っ て いる .) 

聖二 付近 で は , まず 兎 岳 と の 連 部 の 南側 の 崩壊 地 の 急 
斜面 に 生じ た 草原 に ベニ ヒ カ ゲ の み 多 産 する (4). アザ 
ミ 畑 か ら 聖 平 に か け て は , 両 種 と も 棲息 す る が , 聖 平 付 
近 で は , と くに ベニ ヒ カ ゲ が お お く , 草原 の 上 を むら が 
っ て と ぶ の が み ら れ る 698.41). 聖 沢 で は 石 小屋 ( 岩 小屋 ) 
か ら 大 村 組 飯 場 に か け て , ベニ ヒ カ ゲ が あら われ る (4). 
聖 平 か ら 上 河内 折 に か け て は , 森林 限界 付近 に 両 種 が 
み ら れ る が , 2670m 高 地 の 崩 壊 地 の 草 原 で は , ベニ ヒ カ 
ゲ だ けが み ら れ る (38), 

茶臼岳 お よび その 付近 で は , お お く の 場 合 , 両 種 が 混 
棲 す る が (5.6.38)。 安藤 博夫 氏 に よれ ば , お 花畑 付近 で 
は , 草原 の 中 央 部 に み ら れ る も の は , すべ て ベニ ヒ カ ゲ 
NINE 
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Fig.1 赤石 山脈 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 




















ダケ カン 株 の 周辺 に の みあ ら わ れる と いう 共用 重 。 1 スス 邊 山 2 伏 無 山 3 甲斐 胸 ヶ 馬 4 栗沢 
I Sh 山 付近 5 アサ ョ 蜂 付 近 6 地蔵 岳 付 近 
混 棲 する (⑤.6.34 38). 7 奥 草 利 由 一 千 頭 星山 8 北沢 小屋 9 仙 丈 ケ 
テリ 后 10 北岳 草 す べり 11 大 門 沢 森林 限界 
光 岳 付近 で は , 光 小 屋 付近 。 お よび 寸 叉 川 方 面 へ くだ 12 池 / ノ 沢 13 東條 14 寺 投 沢 15 塩見 岳 
る 道 の 森林 限界 付近 に 両 種 が 混 棲 し て いる (①6.19). 16 本 谷山 17 三伏 峠 18 西 俣 19 千 枚 岳 一 荒 
大 無間 山 で は , 1959 年 9 月 11 日 。 故 石川 由 三 氏 に よっ [ 岳 20 荒川 小屋 21 赤石 后 22 百間 洞 














23 型 后 一 兎 丘 24 聖 平 ー プ アザ ミ 畑 25 聖 沢 石 小 











ベニ ヒビ = 採集 3(8), に 採集 \ = ナー に SFS 
て ぅ ヒ カ ゲ 1 \ カ 採集 され た が 8 月 中 名? と 採集 屋 付近 26 上 河内 和 岳 付 近 27 お 花畑 28 仁田 池 
すれ ば , か な り の 個体 が た えた られ る の で は な いか と お も 二 近 29 光 后 付近 30 大 無間 山 31 山伏 策 付 近 
う . クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 知ら れ て いな い が , 発見 の 可能 32 大 谷 朋 ノ 頭 
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性 が あり , 8 月 上 句 の 調査 が 期待 され る . 

安倍 川上 流 の 山伏 岳 付近 で は , 山伏 策 を 中 心 に , 東 は 
鹿 の 踊 場 ・ 大 平沢 ノ 頭 ・ 大 谷 月 ノ 頭 に か け て , 南 は 二 重 
入線 地形 の 付近 に か け て ベニ ヒ カ ゲ が 分 布 し , 個体 数 は 
きわ め て お お く , 本 州 中 部 で は , ここ と が も っ と も 太平 洋 
に 近い 棲息 場所 に な っ て いる (⑰,10,27,39,42)。 ここ に は ク 
モ マ ベニ ヒ カ ゲ は み ら れ な い . 

3 両 種 と も 未 発見 の 地域 に つい て の 検討 

鳳 風 山 脈 の 南方 に つら な る 和枝 形 山 く 2052m ン に は , 一 
見 ベニ ヒ カ ゲ が すむ の に て き し た 草原 が ひろ が っ て いる 
が , 1958 年 8 月 下 句 の くわ し い 調 査 で は , ベニ ヒ カ ゲ は 
発見 され ず , この 蝶 は 棲息 し な いも の と み ら れ る (9⑲7). 
も ちろ ん クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 発見 の 可能 性 は な い ・ 
安倍 川上 流 の 大 谷 月 か ら 信 統 婚 ・ 模 森山 を へ て 七 面 山 
に か け て の 尾根 に は , 標高 1900m を こす 峰 が 三 つ ほ ど 
み ら れ , 八 統領 付近 と 七 面 山頂 上 に は 小 規 境 な 草地 が あ 
る が , 8 月 下旬 の 調査 で は , ベニ ヒ カ ゲ を 発見 する こと と 
が で き な か っ た (3999 お そら く 分 布 し て いな い の で あろ 
う . クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は , あき ら か に 分 布 し な いも の と 
みて よい . 
農 鳥 山 碑 の 転 付 峠 以 南 で は 。 焦 ヶ 岳 付近 お よび 青 共 山 
付近 が 両 種 と も 有望 で ある . この 余 ヶ 岳 頂 上 <2629m> 
に は , 転 付 峠 以前 で は めずらし い ハ イマ ツ が ある . これ 
ら の 山々 に は 正規 の 登山 路 が な く . 分 布 調査 も お こと こ なわ 
れ て いな い . 
大 無間 山脈 に は , 大 無間 山 の ほ か に , 大 根 沢山 ・ 信 削 
伺 后 な どの 山々 が ある が , これ ら の 山々 で は , 尾根 すじ 
に 近い 崩壊 地 の ふ ち に 生じ た 小 規模 な 草原 に 両 種 と も あ 
ら わ れる 可能 性 が ある ・ 
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[生態 的 分 布 


1 垂直 分 布 

NN ベニ = ヒ カ ゲ の 垂直 分 布 の 下限 は 。 大 井川 西條 の 悪 沢渡 
2 ョ 峰 付 近 3 早 根 小 pa 。 a » 

7 北沢 小屋 8 仙 丈 ヶ 岳 佐 沢 小屋 付近 9 北 伺 で も これ に ちか くさく, 標高 1540m 付 近 で ある (30。 これ 
后 草 すべ り 10 池山 草尾 根 11 北岳 小屋 に 対し て クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は , 西 俣 で は 蛇 抜 沢 付近 の 
12 人 13 0 14 東 伺 15 3 1600m(33), 東 侯 で は 押出 沢 付 近 の 1700m あ た り で (30), 
16 本 谷山 17 三伏 帳 18 西 俣 19 千 枚 岳 1 6 Se 2 bk Ss 
森林 限界 20 荒川 小屋 21 富 二見 平 付近 2 に ご ここ ーー 
22 百間 洞 23 聖 平 ー- ア ザ ミ 畑 24 上 河内 抽 。 は じ ま る . これ ら の 渓谷 で は , 両 種 と も 上 流 に さか の ぼ 
付近 25 お 花畑 26 仁田 池 付 近 27 光 岳 付近 る に し た が っ て 個体 数 が ふえ る . 赤石 山脈 に お ける 2000 
m 以 下 の 低 標高 の 棲息 場所 は , お も に 上 に あげ た よう な 
川 す じ で あり , こと の 標高 に あたる 山腹 や 尾根 は , 一 般 に 
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常緑 針葉樹 林 の 密林 に お お か われ, 草原 が 発達 し な い の で , ベニ ヒ カ ゲ 属 の 棲息 場所 と な っ て いる と と ころ は , 一 般 
に み ら れ な い . し か し 赤石 山脈 の 周辺 部 に な る と , か な ら ず し ゃ そう で は な く , 北 の は ずれ に ある 入 笠 山 <1955 
m>。 鳳 風 山 上 派 に つなが る 千 頭 星山 付近 ぐ 1800 一 2139m> や 安倍 川上 流 の 山伏 岳 べ 1900 一 2014m> な ど で は , で 
ニ ヒ カ ゲ は 常 縁 針葉樹 林 の 中 に ひら けた 草原 に 多 産 する . 千 頭 星山 で は , その 頂上 付近 に クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ も ゃ も み 
られ る . 

昧 高 2000m か ら 2500m に か け て は , 谷 す じ は 急 な 渓谷 を つく り , し ば し ば 滝 が 連続 する け わ し い 地 形 を な す の 
で , 両 種 が すむ よう な 草原 が 発達 せ ず , また 山腹 や 尾根 も , 2000m 以 下 の 場合 と お な じ よ うに , 密林 に お お われ 
て いる の で , 両 種 の 棲息 場所 は あま りみ られ な い . 例外 的 な 場合 と EN 

と に は ダケ カン バ 林 の あい だ に 草原 が よく 発達 し , 両 種 共 棲息 す 

0 a 
と も 豊富 な と ころ で ある . 財 恒 山脈 の 地蔵 岳 付 近 , 仙 丈 ケ 岳 の 鍛 沢 小屋 か ら 馬 ノ 背 に か け て , 北岳 の 草 す べり 
北大 小屋 付近 , 諾 鳥 小屋 付近 , I CA 
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1963] TYO TO GA (64) 
ニー 
三伏 星 , 千 枚 岳 森 林 限 界 , 池 ノ 沢 森林 限界 , 雪 投 沢 ( 岳 沢 ), 荒川 岳 の 荒川 小屋 付近 , 百間 洞 。 お 花畑 , 仁田 池 
付近 光 岳 な ど は , ベニ ヒ カ ゲ 属 2 種 の 多 産地 と し て の 条件 を そ を な えて いる . クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 垂直 分 布 の 上 
限 は 。 だ いた いこ の あたり で ある が , ベニ = こ ヵ カゲ は さら に 森林 限界 以上 の , いわ ゆる ハイ マッ 帯 (高山 帯 ) に も 
その 分 布 を の ば し て いる . 

標高 4600m 以 上 の ハイ マッ 帯 の 草原 に は , 一 般 に ベニ ヒ カ ゲ だ けが 棲息 し , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は み ら れ な い 。 
仙 丈 岳 頂 上 付近 の カー ル ぐ 2950m> 千 枚 策 一 荒川 東 岳 へ 2850m ジ 荒川 東 岳 一 荒川 中 策 く 2950m>,。 赤石 岳 ぐ 28 
00 一 2900m な ど が それ で ある . 白根 三山 や 塩見 岳 の 頂上 は , いずれ も る 標高 3000m を こす 高峰 で ある が , これ ら 
の 山々 の ハイ マッ 帯 に は 草原 に と ぼ し く , ベニ = と ヒ カ ヵ カゲ の 棲息 場所 と し て て き し た と こる ろ る は 発見 され て いな い . 
上 の こと か ら , 一 般 に ベニ ヒ カ ゲ の 垂直 分 布 の 下限 は , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 下限 より も 低く , 上 限 は クモ マ ベ 
ニ ヒ カ ゲ よ りゃ 高い と いう こと が で きる . し た が っ て , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 垂直 分 布 の 範囲 は ベニ ヒ カ ゲ の そ 
れ に ふく まれ て いる の で ある . 両 種 の 場合 と も , 垂直 分 布 の 下限 は 一 般 に 気温 (こと に 夏 の 高温 ) に よっ て きま 
り , さら に 森林 の 発達 が 直接 的 に 垂直 分 布 の 下限 を 決定 する 場合 も お お いと いえ る . 分布 上 限 は , あと で の べ る 
よう に , 草原 の 性 格 に よっ て きま っ て くる . 

2 食物 条件 

赤石 山脈 で は , ベニ ヒ カ ゲ お よび クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 幼虫 が 採集 され た こと が な く , 食 人 錠 西 物 に つい て の 正確 
な 知見 が な い - 






































文 柚 に は , ベニ ヒ カ ゲ の 食 錠 捕物 と し て , イネ 科 の オニ ノ ガ リヤ ス Calamagrostis gzg2y* カ ヤツ リグ サ 科 の 
タテ ヤマ スゲ Carez aphyllopus・ ショッ ジョ ウツ スゲ Carez 67g ヵ Ag7zcg7 の Zg・ ホ ン モ ンジ スゲ Carez pisi formis 
・ ミ ヤマ カン スゲ Carez multifolia・ ヒ メカ ンス ゲ Carez conica・ ヤ ワラ スゲ Carez transversa な ど が 知ら 
れ (090, また クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 食 餅 植 物 と し て は , イネ 科 の イワ ノ ガ リヤ ス Calamagrostis Langsdorffii・t 
メ ノ ガ リ ヤス Calamagrostis hakonensis・ オ ニノ ガリ ヤス ・ カ ヤッ リグ サ 科 の タニ スゲ Carez zzcfse・ ホ ン モ 
ンジ スゲ な ど を あげ て いる (50), 

赤石 山脈 に お いて , ベニ ヒ カ ゲ の 有力 な 食 餅 植物 と みち られ る も の は , イネ 科 の イワ ノ ガ リヤ ス ( 壮 頭 量 山 ) ・ 
ヒメ ノ ガ リヤ ス (山伏 岳 ) ・ タ カネ ノ ガ リヤ ス Calamagrostis sachalinensis (昌平 ・ 聖 岳 一 兎 岳 ) ・ カ リヤ スモ 
ドキ Miscanthus oligostachyus ( 典 甘 利 山 一 千 頭 星山 ) ・ カ ヤッ リグ サ 科 の アン ボソ スゲ Carez sczta ( 千 枚 
岳 一 荒川 東 岳 ・ 赤 石 岳 ・ 聖 岳 一 兎 后 ) な ど , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 場合 は ,。 イワ ノ ガ リヤ ス ( 千 頭 星山 )・ タ カネ ノ 
ガリ ヤス ( 望 平 ) ・ オ オウ シノ ケ グ サ Festuca rubra ( 千 枚 后 ) な ど を あげ る と と が で きる . これ ら の 植物 の 分 
布 の お お く は , か な り 分 布 の 広い も の で , た と えば 山伏 岳 に お ける 主要 食 餅 十 物 と み ら れ る ヒメ ノ ガ リヤ ス は 
夜 久 神 幅 ・ 竹 形 山 ・ 七 面 山 一 八 統 領 ・ 天 子 山脈 の 毛無 山 , それ に 富士 火山 な ど , ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 し な いも の と 
ク ら れる 山々 に も 豊富 に 自生 し て いる . 両 種 と も 食 餅 植物 の 選択 範囲 は か な り 広 い の で , ある 特定 の 植物 の 欠 除 
が 両 種 の 地理 的 分 布 を 制限 する 根本 的 原因 と みる こと は で き な い と お も う . 

成虫 の 食物 に つい て 

ベニ ヒビ カ ゲ の 吸 蜜 植物 と し て 観察 し た 記 銚 は し. トリ アシ ショ ウマ AstiZbe Thunbergii (アサ ョ 蜂 付 近 ) ・ タ 
チ フ ウロ Geranium japonicum ( 千 頭 星山 ) ・ ハ クサ ン フ ウロ Geranium yesoense (ブサ ヨ 蜂 付近 ・ 聖 平 ン アザ 
ミ 畑 ) ・ ヤ ナギ ラン Elobium angustifolium (山伏 岳 )・ ク ガイ ソウ Vezozzcg sibirica ( 千 頭 星山 ・ 山 伏 岳 )・ 
マツ ムシ ソ ツ ウツ Scabiosa japonica ( 千 頭 星山 ) ・ タ カネ マッ ムシ ソウ Scabiosa japonica var. alpina (陽平 ・ 聖 
岳 一 兎 岳 ) ・ ヤ マハ ハ ュ Arzaphalis margaritacea ( 千 頭 星山 ・ 山 伏 岳 )・ ョ ッ バ ヒ ョ ド リ Eupatorium Glehni 
(山伏 両 )・ ア キノ キリ ン ソ ウ Solidago japomica ( 千 頭 星山 ・ 山 伏 馬 )・ コ ガ ネ ギク (ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ ウ ) 
Solidago decurrens (甲斐 駒ケ岳 )・ ミ ヤマ ュ コン ギク !Aster vzscidulus (山伏 岳 )・ マ ル バ ダ ケ ブ キ Ligularia 
dentata (茶臼岳 )・ キ オン Senecio nomorensis (山伏 岳 )・ タ カネ コウ リン カ Senecio Takedanus ( 千 枚 岳 ・ 聖 
平 ・ 聖 岳 一 兎 岳 ・ 赤 石 岳 )・ タ カネ ヒゴタイ Saussurea triptera ( 型 平 ア ザ ミ 畑 ・ 聖 岳 一 兎 岳 )・ カ ンチ ュ ウ ゾ 
リナ Picris japonica ( 聖 岳 - 一 兎 缶 )・ ニ ガ ナ 7Zezzs dentata (山伏 岳 ) な ど で , タカ ネコ ウリ ンカ は 寺 枚 岳 ・ 聖 
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岳 て 更 后 ・ 赤 石 岳 で 。 ク ガ イソ ウ ・ ヨ ツバ ヒヨドリ ・ ア キノ キリ レン ソ ウ ・ キ オン は 山伏 岳 で (39.42)。 タカ ネ マ ツ 
ムシ ソウ は 聖 平 で 3844)。 マッ ムシ ソウ は 千 頭 星山 で (5, それ ぞ れ 主要 吸 蜜 植物 と な っ て いる . な お , 聖 平 で 
は 税 生 する タカ ネ マ ッ ム シソ ウ が 主要 吸 蜜 填 物 と な っ て いる が , 型 岳 と 兎 岳 と の 寺 部 の 南側 の 草原 で は , タカ ネ 
マツ ムシ ソウ は あっ て も , この 花 に 飛来 する も の は ほとん ど み られ ず , お お く の 個 体 が タカ ネコ ュ ウ リン カ に と あつ 
まる の が 観察 され た . ベニ ヒ カ ゲ の 個体 の 密度 。 吸 蜜 植物 の 数 量 的 構成 , それ に その 模 皿 場 所 の 歴史 が 複雑 に 結 
び つ いて , 主要 吸 蜜 植物 が 決定 され て いる の で あろ う . 
クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 場合 は ,、 サラ シナ ショ ウマ Cimicifuga simplez (アサ ヨ 蜂 付近 )・ タ チ フ ウロ ( 千 頭 星 
山 )* ハ クサ ン フ ウロ (天門 沢 森林 限界 )・ ク ガイ ン ソ ツ ( 千 頭 星山 )・ コ ガ ネ ギ ク (大 門 沢 森林 限界 ・ 甲 斐 駒 ヶ 策 七 
丈 小 屋 )・ メ タカ ラ ュ ウ Ligularia stenocephala (北沢 小屋 ・ 地 蔵 岳 付 近 )・ マ ル バ ダ ケ ブ キ ( 型 平 ・ 千 頭 星山 
・ キ オン (甲斐 駒ヶ岳 七 丈 小屋 ) ・ タ カネ ュ ウ リン カ (大 門 沢 森林 限界 ) ・ カ レン チュウ ゾ リ ナ Picris japonica 
(大 門 沢 森林 限界 ) な ど が 記録 され て お り , メタ カラ ュ ウ は 地蔵 岳 付近 で (4⑳⑩0。 ク ガ イン ソウ は 千 頭 星山 頂上 付近 
で (4⑩.6)、 それぞれ 主要 吸 蜜 植物 と な っ て いる . 
両 種 の 多 産 する 森林 限界 付近 の 草原 に は , この ほか に ハク サン イチ ゲ Anemone narcissiflora・ ミ ヤマ キン ポ 
ウ ゲ Ranunculus acris* ホソ ンー トリ カブ ト Aconitum senanense シナ ノブ キン バイ Trollius ze の ez22gS・ イ ワ 














オウ ギ Hedysarum ussuriense* ミソ ガワ ソウ ツ Nepeta subsessilis チン マギ キュ ョ ウ Campanula dasyantha・™ 
サギ ギク 4zzzcg unalascensis な どの 花 も お お い が , これ ら の 花 に は 来 な いよ う で ある . 

蜜 植物 の 存在 は その 棲息 場所 に お ける 個体 数 を 左右 し , また 分 布地 域 の 中 で の 棲 忌 場 所 を 形成 する た め の 
ON CN er で ある か ら と いっ て 
ベニ ヒ カ ゲ が か な ら ず 分 布 す る と は いえ な い ・ 

3 棲息 場所 の 形成 

ベニ ヒ カ ゲ 属 2 種 の 分 布地 域 に み ら れ る 棲息 場所 を 大 きく 分 類する と , 赤石 山脈 お よび その 周辺 地域 の 場合 
つぎ の 三 つ に な る . も ちろ ん , これ ら の あい だ の 移行 形 は ある が , ここ で は 細分 し な いと こと に する . 

LI 型 草原 ] 

森林 限界 以下 に み ら れ , 森林 限界 付近 や 沢 治 い の 陽 地 に よ 
く 発達 する も の で , ホソ バト リカ ブ ト ・ シ シッ ウド 4zge/zcg 
polyclada * マルバ ダケ プ キ *・ メ タカ ラコ ウ ・ キ オン ・ ミ ヤ 
マ ホ ソ エ ノ ア プア ザ ミ Czzszzzz 'gratiosum な どの 大 型 の 草本 か 
ら な っ て いる . 土壌 中 の 水分 に は 比較 的 めぐ まれ , 付近 に は 
樹 本 が お お く , 温度 ・ 湿 度 の 激変 は か な り ゆ る め ら れる . 強 
風 が あたる こと も すく な く , 成虫 の か くれ 場所 と し て も 好 条 
件 が と と の っ て いる (36). つぎ に の べ でる NN 
うに , 森林 の 伐採 に よっ て も 生ずる こと が お お い . 

OO NY MRA UOT 0 
沢 小屋 付近 ・ 北 岳 量 すべ り 下 の 白根 御池 付近 ・ 大 井川 東 伏 に 
そそ ぐ 雪 投 沢 お よび 池 ノ 2 沢 ・ 三 伏 幅 下 の 三伏 小屋 付近 ・ 80 
拓 の 森林 陣 界 ・ 聖 知 の アザ ミ 畑 付近 ・ 聖 沢 の 大 村 組 飯 場 カ 
右 小 屋 に か け て ・ 茶 白 岳 沿 側 な ど に み ら れ る . 

お お く の 場 合 , 両 種 が 混 棲 する が , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は , 
この 型 の 草原 に も っ と も お お くみ られ る . これ は , この 種 の 
特殊 化し た 生活 様式 に よる の で あろ う . 上 

[ I 弄 草原 ] 0 4 

山腹 ゃ 尾根 の 森林 限界 付近 に よく 発達 する も の で 。 タカ ネ Fig.4 I 型 草 原 アザ ミ 畑 付近 2500m> 
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ノ ガ リヤ スズ ス ・ シ ナノ キン バイ ・ ハ クサ ン フ ウロ ・ ク ガイ ソウ ・ (タカ ネ ) マッ ムシ ソン ウ ・ ア キノ キリ ン ソ ウ な ど 
の 中 型 の 草本 か ら な っ て いる . 一 般 に 森林 限界 付近 に も っ と も お お くみ られ る が , 千 頭 星山 や 山伏 岳 の よう な 標 
NM 時 
I 型 草原 より も や や 帯 燥 し た と ころ に 生じ , 付近 の 樹林 も いっ そう まばら に な る の で , こと に 高 標高 の 場所 で ! 

か な りき び し い 気象 条件 の 作用 を うけ る 

と この よう な 草原 は ・ 千 頭 星山 ・ 仙 丈 ヶ 岳 馬 ノ 旨 付 近 ・ 北 病 小屋 付近 ・ 農 鳥 小 屋 付近 ・ 雪 投 沢 ・ 三 伏 峠 ・ 聖 平 付 
近 ・ お 花畑 ・ 仁 田 池 付近 ・ 山 伏 岳 な ど に み ら れ る 

お お く の 場 合 , 両 種 が 混 棲 す る が , 森林 か ら と お く は な れ た 草原 で は . ベニ ヒ カ ゲ だ けが み ら れ , 三伏 峠 ・ 聖 
平 付近 i RA RG GO NG 
棲 皿 場所 の 樹生 の 性 格 に よる も の で は な く , 夏 の 高温 が 幼虫 の 発育 を 直接 ・ 間 接 に さま た げ る か ら で あ ろ 
[本 型 草原 ] 

森林 限界 以上 の 山腹 の 急斜面 や 訓 壊 地 な ど に 発達 し , アシ ン ボ ソス ゲ ・ イ ワオ ウ ギ イプ キジ ャ コウ ソウ Thymaus 
quinguecostatus * ヨコ マッ バン オガ が ガマ Pedicularis Chamissonis* タカ ネ ウ ス ユキ ソウ Leontopodium japonicum・ 
タカ ネコ ウリ ンカ な どの 比較 的 小さ な 草木 か ちら な っ て いる . 土壌 中 の 水分 に と ぼ ば しく, 岩石 や 砂 阿 か が いた る と こ 
ろ に 路 出 し て いる も の で ある . 強烈 な 紫外 線 , 温度 や 湿度 の 激変 , 強風 な どの きび し し 気象 条 件 の 作用 を 直接 うぅ 
ける 

この よう な 草原 は , 仙 丈 ヶ 知 頂上 付近 ・ 荒 川東 策 付 近 ・ 赤 石 岳 付近 な ど に み ら れ る が , これ ら の 場所 に は ベ = 
ヒ カ ゲ の み 楼 四 し , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は み ら れ な い . 

し た が っ て , ベニ ヒ カ ゲ は 『 型 ・T 型 ・ 杭 型 草原 を つう じ て 棲 息 場 所 を 形成 する が , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は , お 
も に I 型 草原 に すみ , その 楼 候 場 記 を か た ち づ く る 条件 も , ベニ ヒ カ ゲ に くら べ て より 限定 され て いる と いえ る 
4 分 布 の な り た ち 

赤 有 山脈 に お ける ベニ ヒ カ ゲ 属 2 種 の 分 布 は どの よう に し て 成立 し た の で あろ うか . こと の 問い ! 
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Fig.5 I 型 草原 聖 平 付近 <2350m> Fig.6 中型 草原 仙 丈 ケ 后 カー ル ぐ 2950m> 
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る こと は , 今日 の この 間 題 に 関す る 研究 水準 や 筆者 の 能力 か ら み て も 不可 能 で ある . ある 蝶 の 分 布 の 成り た ち を 
あき ら か に する た め に は , その 種 に 関す る こと が ら だ け で な く , それ に つなが り を も つ あ ら ゆ る 動植物 の 分 布 の 
歴史 が あき ら か に され な けれ ば な ら な い . し か し , これ まで 知見 を まとめ ,。 それ に も と づい て 仮説 を 立て て いく 
こと は , これ か ら の 研究 の た め に は 必要 な とこ と で ある , 

第 4 紀 の 洪 積 世 に は 4 回 の 水 期 が な お と ずれ た も の と 考え られ て いる が , 木 慕 俊 氏 (19599) は , ベニ ヒ カ ゲ が 大 
陸 か ら 日 本 へ 渡来 し た 時 期 を , 2 番目 の Mindel 氷 期 , また は 3 番目 の Riss 氷 期 で ある と 推定 し て いる 59. 
この 仮説 を 採用 する と , つぎ の よう に 考え る こと が で きる . 
① Riss 水 期 に 大 陸 か ら 日 本 に は いっ た ベニ ヒ カ ゲ は , その ころ 日 本 各地 に 分 布 を ひろ げ , 平地 に ゃ 棲息 し て い 

Ss 
⑨ Riss-Wurm 開 水 期 に は , 温度 が 現在 の 気候 ある い は それ より も 高く な っ た . その 結果 , この 時 期 に は , ベ 

ニ ヒ カ ゲ の 分 布 は 分 断 さ れ , この と き , 北海 道 ・ 北 上 山地 ・ 裏 日 本 の 山地 ・ 上 越山 地 ・ 本 州 中 部 山岳 な ど , い 

くつ か の 独立 し た 分 布地 域 を 形成 し , それ に 応じ た 地理 的 変異 を か た ち づ つづ くっ た . 
⑧ 最後 の Wiirm 氷 期 に は , ぉ た た び 分 布 を ひろ げ , この と き に は すでに 高い 山地 に 隆起 し て いる 寺 石 賑 で 

も , その 周辺 の 低地 帯 まで 分 布 を の ば し て いっ た が , 他 の 大 集団 , た と えば 上 越山 地 や 裏 日 本 の 山地 な どの も 

の と は 交流 が お こら な か っ た . 
④ Wurm 水 期 に は , いく つか の 小間 氷 期 を 含ん で いる が , これ ら の 時 期 は 比較 的 温暖 で あっ た か ら , Waurm 

水 期 に ふく れ あ が っ た 各 大 集団 の 細分 化 が か おこなわ れ , これ に と も な っ て 低 次 の 「 亜 種 化 」 が か が おこなわ れ た . 

赤石 山脈 お よび その 周辺 で は , 入 笠 山 と 千 頭 星山 を 含む 東北 端 の 部 分 や 南東 に は ずれ た 山伏 岳 と その 周辺 の 分 

布地 域 な どの 集団 が 大 集団 か ら 分 離し , 形態 ・ 斑 紋 の 分 化 を えれ す すめ た が , 複雑 化し た 地形 や 森林 な ど に よる 隔 

離 作 用 を うけ た た め , 再度 の 寒冷 化 に さい し て も , も と の 大 集団 と の 交流 は , た や すく お こ な わ れ な か っ た -. 
⑧ Warm 氷 期 が お わり , 気温 か が あがっ て 後 水 期 (沖積 世 ) を むか える と , ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 は ふぁ ふたたび こま か 

く 切 断 さ れ , 赤石 山脈 に お いて も , 点々 と 小 集 団 に わか れ て , 今日 に みる 分 布 と 地理 的 変異 を 示す よう に な っ 

7 は 

クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ に つい て も , ベニ ヒ カ ゲ と お な じ く , 大 陸 か ら 日 本 へ の 渡来 を Riss 氷 期 ご ろ と 推定 する が 
生活 様式 の 特殊 化 と 生活 条件 の 制限 の た め ②, 後 水 期 に 失わ れ た 分 布地 域 は , ベニ ヒ カ ゲ の 場合 より も さら に 広 
大 な 地域 に お よん だ と と で あろ う . 

富士 火山 に は , ベニ ヒ カ ゲ も クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ も いな いな が , それ は , 現在 の 富士 火山 が Wurm 氷 期 以後 に 形 
成 さ れ , 水 期 の 気候 の 影響 を うけ な か っ た と と と , と の 山 が 周囲 の 高い 山々 か ら 弥 立 し て いる た め だ と 考え る こ 
と が で きる . も っ と も 。, 富士 火山 の 内 部 に は , すく な く と も ゃ も Wiurm 氷 期 の 気候 の 影響 を ん を あきらか に うけ て いる 
小 御 岳 火 山 と 古 富士 火山 が 含ま れ て いる が , その 頂上 付近 に の こさ れ た ベニ ヒ カ ゲ 属 の 蝶 が , あたら し い 富 士 火 
山 の 噴出 物 の た め に 絶 減 し た も の と 推定 され る (@U. 

以上 の 仮説 は , と れ か ら の くわ し い 分 布 研究 や 変異 研究 に よっ て , その 真 偽 が か たしかめ られ て いく と と で あろ 
2 
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ノバ 





Summary 





Erebia niphonica and E. ligea 
as “Alpine butterflies” in Japan. 


In this paper, the author collected the data of distribution of both species 


both species belong to Satyridae, Lepidoptera ——are well known 


in the Akaishi 


Mountains and its vicinity, and tried to discuss the establishment of the distribution, in a point 


of bio-geographical and ecological view. 
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